
平成 23 年度第 1 回江別市経済審議会会議録（要旨） 

日  時 

平成 23 年 8 月 11 日（木） 

13：30 ～ 14：50  議事 

15：00 ～ 16：15  市内視察 （美原大橋、町村農場、食祭） 

場  所 江別市民会館 23 号室 

出席者（10 名） 

会  長 / 中原 准一 

副会長 / 太田 清澄 

委  員 / 伊藤 真理子 、 工藤 多希子 、 鈴木 雅大 、 林   敏昭 、 

 大谷 謙一 、 金田 敏雄 、 森田 芳明 、 町村   均 

事務局（ 9 名） 
経済部長 、 経済部次長 、 企業立地推進室長 、 商工労働課長・参事 、 

農業振興課長 、 企業立地課長 、 商工労働課主査ほか 2 名 

欠席者（ 7 名） 
委  員 / 中村 忠之 、 鴻野   徹 、 平山 洋子 、 有倉 輝之 、 

 村上   亮 、 木村   貢 、 中田 和孝 

議  事 

報告事項 

（1） 江別市経済審議会の所掌事務について 

（2） 経済部の組織機構及び事務分掌について 

（3） 平成 23 年度の経済部各課予算概要及び主要施策概要について 

 

会議録 （要旨） 

経済部次長 開会のことば 

佐々木副市長 委嘱状の交付、挨拶 

経済部次長 出席委員の紹介、会議成立報告 

経済部長 
会長・副会長の互選についてですが、各委員の皆様からご推薦等ございました

ら、発言願います。 

町村委員 引き続き、会長に中原委員、副会長に太田委員にお願いいたしたい。 

一同 異議なし 

経済部長 
満場一致ということで、会長には中原委員、副会長には太田委員にお願いした

い。 

会長・副会長 会長席・副会長席に移動後、順次挨拶 

会長 

それでは議事に入ります。 

最初に報告事項（1）江別市経済審議会の所掌事務について、事務局より説明

願います。 

経済部次長 審議会条例・規則により、経済審議会の所掌事務を説明 

会長 只今の説明に対して、質問・意見はありませんか。 

一同 なし 

会長 次に、報告事項（2）経済部の組織機構及び事務分掌について説明願います。 

商工労働課長 経済部の組織機構及び事務分掌について説明 

会長 只今の説明に対して、質問・意見はありませんか。 

一同 なし 



会長 
次に、報告事項（3）平成 23 年度の経済部各課予算概要及び主要施策概要に

ついて、説明願います。 

商工労働課長 

農業振興課長 

企業立地課長 

平成 23 年度の経済部各課予算概要及び主要施策概要について、それぞれ担

当課分を説明 

会長 只今の説明に対して、質問・意見はありませんか。 

大谷委員 
資料 2「産学官連携による企業誘致の推進」にある 3 つのテーマは何故「食」

「健康」「情報」なのか。 

企業立地課長 

「食」と「健康」は結びつくと思うが、道産食材は美味しい等と食にはイメージが

ついている。食材データを分析し、食材自体が持っているポテンシャルを道内外

のバイヤー等にも売っていく。時間と費用はかかるが、しっかりとやっていきたい。

キーワードとしては結びつくかと思う。 

大谷委員 

資料 5 の国際戦略総合特区について、ニーズ調査をしっかり実施してほしい。

仮に特区として認められ、国費補助金を利用しセンターを設置すると、会計検査

員の観点からは利用頻度を確認される。そのためにも、ニーズ調査は必要。 

企業立地課長 

ニーズは情報収集しております。なお、資料にセンターと表記しているが、箱物

を建設するわけではない。「センター」ではなく「機能」として置き換えていただきた

い。今後申請していく段階のため、内容については日々協議している。 

副会長 
資料 3 の北海道貿易物産振興会とは、どんな団体か。また、北海道内都市経

済活性化会議の道内 10 市とはどこか。 

商工労働課長 

北海道貿易物産振興会の詳細については、後日委員の皆様へ資料を送付す

るが、主に実施しているのが、北海道の物産と観光展。ここの会員になることで、こ

の物産店へ参加できる。 

北海道内都市経済活性化会議の構成市は、札幌市・函館市・旭川市・帯広市・

北見市・釧路市・小樽市・室蘭市・苫小牧市・江別市の 10 市。 

経済部長 

北海道内都市経済活性化会議では、各市が共通して実施できるものや、利用・

連携ができるものがないか、という会。江別市は他 9 市と比較しても観光・物産が

弱い。そういう意味でも利用していきたい。 

副会長 

資料 5 のフードコンプレックスに違和感を感じた。3 つの違うものが組み合わさる

のではなく、札幌・江別地区が、それぞれの上にくるのがフードコンプレックスでは

ないか。 

企業立地推進

室長 

震災の影響もあり、9 月末までに申請をすることになっている。そのため、内容

等については、現在各地区で協議している。 

会長 フードコンプレックスの売りは何か。 

大谷委員 
札幌・江別地区には、函館のように水産はないが、全道の食品産業の半数以上

がある。食品加工の集積がある。 

町村委員 札幌、函館、帯広の 3 地区が競合しての申請か。3 地区が連携しての申請か。

企業立地課長 3 地区が連携しての申請である。 

町村委員 
経済部の主要施策テーマが「食」となっており、経済部には 3 課ある。各課個々

に事業実施するだろうが、連携して実施してほしい。 



工藤委員 

江別ブランドは結構あると思うが、知られていない。PR 方法を検討してみては。

先日、厚別区と合同実施のウォーキングに参加した。プレゼント景品としてくじ引き

を行った。そこの景品について、厚別区で作成したものだった。こういう場で、江別

小麦めん等を景品として提供し PR すれば良いのではないか。 

商工労働課長 参考にさせていただきたい。 

副会長 

ブランドの話だが、何故江別は全国区にならないのか。個々にみるとポテンシャ

ルも高い。それぞれの方々が頑張っているのに認知されない。我々もそれぞれの

分野で頑張っていきたい。 

会長 その他の項目で事務局より何かございますか。 

経済部次長 審議会終了後の市内施設視察について連絡 

会長 
予定された議事は全て終了いたしました。これをもちまして、平成 23 年度第 1

回江別市経済審議会を終了いたします。本日はどうもありがとうございました。 

 

 

※ 審議会終了後、美原大橋、町村農場、食祭を視察。 

 


